
おたる西別院だより
季刊 第118号

2016年（平成28年）9月

10月13日（木）から17日（月）まで、月忌参詣をお休みさせて
いただきますので、どうぞお寺にお参りください

	 	………

	 	………

	 	………

10	月	13日	（木）〜16日（日）
10	月	21日	（金）・	22日（土）
11	月	 2日	（水）・	 3日（木）

●小 樽 別 院
●法友会（新光説教所）
●樹心会唯信講（奥沢説教所）

小樽別院・各説教所の報恩講の日程

撮影　佐藤通晃
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岐
阜
県
に
は
美
濃
四
十
八
座

と
言
う
ご
門
徒
様
と
僧
侶
が
共

に
肩
を
並
べ
て
御
聴
聞
さ
せ
て

い
た
だ
け
る
法
座
が
、
年
間
通

し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
夕
暮
れ
時
の
事
で
し
た
。
美

濃
四
十
八
座
で
の
ご
聴
聞
の
御

縁
帰
り
道
、
街
中
の
広
い
交
差

点
で
信
号
待
ち
を
し
て
い
る
と

小
学
校
２
、３
年
位
の
男
の
子

が
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
る
の

に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
で
す

が
、
こ
の
子
は
目
の
前
を
横
断

し
た
と
思
っ
た
ら
、
向
き
を
変

え
て
戻
り
ま
す
。
行
っ
た
り
来

た
り
を
繰
り
返
す
う
ち
に
歩
行

者
用
信
号
の
横
断
時
間
の
表
示

が
残
り
少
な
く
成
り
ま
し
た
。

一
向
に
渡
り
き
ろ
う
と
し
な
い

で
く
る
く
る
回
り
続
け
る
子
供

に
私
は「
な
ん
だ
こ
の
子
は
！

何
を
考
え
て
い
る
ん
だ
!?
」
そ

う
思
い
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら

し
て
早
く
渡
る
よ
う
に
促
そ
う

と
す
る
と「
危
な
い
か
ら
早
く

渡
り
な
さ
い
‼
」
女
性
の
叫
ぶ

声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
す
る
と

男
の
子
は
、
私
の
車
の
前
で
立

ち
止
ま
り
モ
ジ
モ
ジ
し
て
こ
ち

ら
を
見
て
い
る
の
で
、
声
の
す

る
方
を
見
て
見
る
と
お
腹
の
大

き
な
母
親
が
横
断
歩
道
を
ゆ
っ

く
り
と
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
母

親
は
点
滅
す
る
信
号
の
中
、
停

ま
っ
て
い
る
車
に
頭
を
下
げ
な

が
ら
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
ま

し
た
。
男
の
子
は
母
親
が
心
配

で
、
渡
り
終
わ
る
ま
で
車
が
動

き
出
さ
な
い
よ
う
に
止
め
て
い

た
の
で
す
。
親
は
気
が
気
じ
ゃ

な
か
っ
た
事
で
し
ょ
う
。「
子

を
想
う
母
の
も
と
に
は
、
親
を

想
う
子
が
育
つ
ん
だ
な
！
」
と

思
い
な
が
ら
私
は「
大
丈
夫
だ

よ
‼
ゆ
っ
く
り
渡
っ
て
ね
！
」

の
笑
顔
で
う
な
ず
い
て
合
図
を

男
の
子
に
お
く
り
ま
し
た
。
微

笑
ま
し
い
出
来
事
に
遭
遇
し
て

心
が
暖
か
く
成
り
ま
し
た
。

　
不
思
議
な
も
の
で
、
こ
の
様

な
日
常
の
一
面
に
出
あ
い
ま
す

と
阿
弥
陀
様
の
こ
と
を
フ
ト
思

い
浮
か
べ
ま
す
。「
摂
取
不
捨
」

と
い
う『
観
無
量
寿
経
』の
お
言

葉
を
親
鸞
聖
人
は「
に
ぐ
る
者

を
追
え
取
る
な
り
」「
一
度
と

り
て
な
が
く
捨
て
ぬ
な
り
」
と

お
示
し
下
さ
い
ま
し
た
。
ま
さ

に
仏
様
に
背
を
向
け
て
ば
か
り

の
私
で
有
り
ま
す
が
、
私
の
い

の
ち
を
願
い
つ
づ
け
て
下
さ
る

い
の
ち
の
親
様
に
出
あ
わ
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
事
に
報
謝

の
思
い
が「
南
無
阿
弥
陀
仏
」と

あ
ら
わ
れ
ま
す
。

合
　
掌

報
恩
講
講
師
法
話

岐
阜
教
区
岐
稲
組

　專
琳
寺

横
山

　大
悟

　師
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お
み
が
き

　
今
年
は
ご
門
主
の
ご
巡
拝

に
あ
た
っ
て
記
念
打
敷
を
新

調
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

も
あ
り
、
打
敷
に
つ
い
て
解

説
い
た
し
ま
す
。

　
打
敷
は
お
仏
壇
を
飾
る
荘

厳
具
の
一
種
で
す
。
釈
迦
の
高

座
に
感
謝
と
尊
敬
の
念
を
込

め
て
仏
弟
子
た
ち
が
自
分
の

衣
服
な
ど
を
敷
い
た
こ
と
が

起
源
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

後
お
仏
壇
に
荘
厳
す
る
仏
具

と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。「
敷
物
」を「
打

つ
」=

「
張
る
」こ
と
か
ら
、
打

敷
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
で

す
の
で
、
平
時
で
使
用
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
は

逆
三
角
形
の
打
敷
で
、
そ
の

形
状
か
ら「
三
角
打
敷
」
と
も

呼
ば
れ
ま
す
。
宗
紋
が
入
っ

た
も
の
や
織
物
の
打
敷
を
主

に
使
用
し
ま
す
。
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
で
は
前
卓
の
大
き

さ
よ
り
も
や
や
大
き
い
サ
イ

ズ
が
最
適
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
家
庭
で
も
お
仏
壇
の
サ

イ
ズ
に
あ
っ
た
打
敷
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
打

敷
の
文
様
や
色
合
い
は
様
々

で
す
の
で
、
別
院
本
堂
で
使

用
す
る
打
敷
も

じ
っ
く
り
見
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
報
恩
講
へ
の
ご

参
拝
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

打う

ち

敷し

き

に
つ
い
て

日
　時

10
月
8
日（
土
） 

午
後
一
時
よ
り

約2時間で終了いたします。
ご協力お願いいたします。

場
　所

小
樽
別
院

　
本
堂

持
参
品

特
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん 

（
こ
ち
ら
で
準
備
い
た
し
ま
す
）

服
　装

汚
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
服
装
で 

お
越
し
く
だ
さ
い

平
成
28
年
度 

報
恩
講
日
程
表

期 日 時 間 法 要・行 事 布 教（御法話）

10 月 13 日㈭ 午後	 1 時	 30 分 ○逮夜法要
　御伝鈔上巻拝読 布教	 40 分

10 月 14 日㈮

午前	 6 時	 30 分
午前	 10 時
午後	 1 時	 30 分

午後	 6 時

○晨朝勤行
○日中法要
○逮夜法要
　御伝鈔下巻拝読
○初夜勤行
　祖徳讃仰

布教	 30 分
布教	 40 分

布教	 40 分

崇敬法中	 30 分
布教	 30 分

10 月 15 日㈯

午前	 6 時	 30 分
午前	 10 時

正午
午後	 1 時	 30 分

午後	 6 時

○晨朝勤行
○日中法要
　物故者追悼法要
お斎（お食事）
○大逮夜
　御俗姓拝読
○初夜勤行
　祖徳讃仰

　後夜勤行

布教	 30 分

布教	 40 分

布教	 40 分

崇敬法中	 30 分
布教	 30 分

10 月 16 日㈰ 午前	 6 時	 30 分
午前	 10 時

○晨朝勤行
○満日中

布教	 30 分
布教	 40 分

※お斎（お食事）は、15 日㈯正午より午後 1時まで、別院会館ホールにてお振る舞いをいたしております。



ご
巡
拝
懇
志
ご
芳
名
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お申し込みは寺務所まで

ご
巡
拝
の
ご
報
告

　
平
成
28
年
6
月
30
日
に
小
樽
別

院
を
ご
巡
拝
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
約
5
0
0
名
の
参
拝
者
が
本
堂
に
集
ま
り
、

ご
門
主
を
お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。
午
後
2
時

か
ら
記
念
式
典
・
記
念
布
教
を
行
い
ま
し
た
。

　
記
念
行
事
は
朗
読
説
法
劇
を
行
い
、
ご
門

主
も
御
臨
席
い
た
だ
き
、
参
拝
者
と
観
劇
さ

れ
ま
し
た
。

　
心
配
さ
れ
て
い
た

お
天
気
も
、
ご
門
主

が
道
内
入
り
を
さ
れ

て
か
ら
は
終
始
晴
天
で	

あ
り
ま
し
た
。
参
拝
者
一

同
に
と
っ
て
は
、
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
中
に
も
厳
か

な
雰
囲
気
を
感
じ
ら
れ

る
、
記
念
に
残
る
一
日
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で	

し
ょ
う
か
。

後
藤

　艶
子

津
川

　富
雄

真

龍

寺

本
念
寺
門
信
徒
有
志

本
念
寺
桐
木
眞
英

小
野

　和
子

林

　富
美
子

真
光
寺
伊
藤
寿
美
子

真
光
寺
婦
人
部
大
西
久
子

真

光

寺

真
光
寺
吉
田
勝
子

種
本
美
津
子

矢
崎

　友
子

横
山
ノ
リ
子

村
川
美
禰
子

近
藤

　
　勲

光
照
寺
仏
婦
十
名

光

雲

寺

真
光
寺
田
宮
美
智
子

金
岡

　和
子

願

乗

寺

千
鳥
寿
し

留

萌

組

小
島

　孝
子

西

暁

寺

正

行

寺

真
光
寺
内
田
常
子

宗

谷

組

宗
谷
組
廣
徳
寺

真

正

寺

東

林

寺

作
田
八
千
代

真
光
寺
婦
人
会
明
翫
鶴
子

真
光
寺
婦
人
会
本
多
禮
子

大
畠

　倶
子

本
江

　正
臣

專

念

寺

明

善

寺

光

超

寺

光

照

寺

西
森

　廣
志

横
田

　久
俊

中
川

　良
一

乗

念

寺

佐
藤

　通
晃

後
志
組
組
長
澤
野
宗
一

明

現

寺

真
光
寺
五
十
嵐
く
に
子

近
藤

　
　勲

北
川

　喨
一

北
山

　明
子

記念布教

ご消息拝受

輪番挨拶

お出迎え

日 程

11月11日㈮ ～13日㈰
2 泊 3 日

9 月 1 日より受付中

秋の伝灯奉告法要団体参拝
募集中！
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会員募集中仏教婦人会
　場所／別院ホール	 日時／毎月 7日 13:00　15日 11:00
	 担当者：磯村・西村・津田

仏教壮年会
　場所／ 3階会議室	 日時／毎月 6日　18:00 ～ 19:00
	 担当者：岡﨑・森

彰心会
　場所／若竹説教所	 日時／毎月 7日　18:30 ～
	 担当者：西村

無量講
　場所／ 3階会議室	 日時／毎月 9日　18:00 ～
	 担当者：津田
日曜仏教講座
　場所／ 3階会議室	 日時／第 3日曜日　9:30 ～ 10:30
　配布テキストにて進行	 担当者：櫻井
仏教がやがや会
　場所／ 3階会議室	 日時／毎月 15日　19:00 ～ 20:30
　布教師の方よりご法話を聞かせていただきます	 担当者：磯村・西村・津田

樹心会唯信講
　場所／奥沢説教所	 日時／毎月 10日　正午
	 担当者：磯村

法友会
　場所／新光説教所	 日時／毎月 13日　18:00 ～
	 担当者：森

十九日講
　場所／別院ホール	 日時／毎月 19日　11:30 ～ 13:30
　法話を聞いて一緒にお昼ご飯をいただきます	 担当者：森
おつとめ教室
　場所／ 3階会議室	 日時／毎月 1~2回	火曜日	14:00 ～ 15:30
　おつとめミニ知識満載です	 担当者：磯村

お茶サークル
　場所／浄縁塔お茶室	 日時／毎月第 1・3月曜日	10:00 ～ 15:00
　お越しの方には、お抹茶を振る舞います	 担当者：磯村・西村・津田

常
例
布
教

未
定 

7
〜
11
日

13
〜
16
日

岸 

弘
之 

師

山
口
教
区

玖
珂
西
組
月
空
寺

未
定 

※�

布
教
使
が
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

尚
、
10
月
は
報
恩
講
の
た
め
休
座
致
し
ま
す
。

期
間
中
、
全
国
各
地
か
ら
来
院
さ
れ

る
布
教
使
の
方
よ
り
、
浄
土
真
宗
の
お

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
知
っ

て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
仏
さ
ま
の
お

話
を
、
ご
聴
聞
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

場
所
：
小
樽
別
院
内

時
間
：
14
時
～
15
時
半

11月12月

法
友
会
報
恩
講（
新
光
説
教
所
）

●
日
程

　
初
夜	

10
月	

21
日（
金
）　
午
後
6
時

　
晨
朝	

	

22
日（
土
）　
午
前
8
時

　
地
区
物
故
者
追
悼
法
要	

	

22
日（
土
）　
午
前
11
時

　
御
満
座	

	

22
日（
土
）　
午
後
1
時
30
分

●
主
任
よ
り

　
会
員
一
丸
と
な
っ
て
勤
め
る
説
教
所
の
報
恩
講
。
一
人
一
人
が

会
の
た
め
、
説
教
所
の
た
め
、
盛
り
上
げ
て
行
こ
う
と
い
う
思
い

で
お
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
集
大
成
。
今
で
き
る
精
一
杯
を
目
標

に
。
お
斎
も
し
お
り
も
別
院
と
は
ひ
と
味
違
う
、そ
ん
な「
ら
し
さ
」

を
見
つ
け
に
み
な
さ
ま
お
参
り
く
だ
さ
い（
森
）

樹
心
会
唯
信
講
報
恩
講

（
奥
沢
説
教
所
）

●
日
程

　
初
夜
法
要	

11
月
2
日（
水
）　
午
後
6
時

　
日
中
法
要	

11
月
3
日（
木
）　
午
後
1
時
30
分

11
月
3
日
の
8
時
半
の
晨
朝
後
引
き
続
き
奥
沢
地
区
物
故
者
追
悼

法
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
日
中
法
要
後
奉
讃
の
夕
べ（
お
斎
）が
ご
ざ
い
ま
す
。

主
任
　森
　
　
　敬
信

会
長
　津
川
　
　富
雄

主
任
　磯
村
　
　真
一

会
長
　西
森
　
　広
志
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初
盆
法
要
の
ご
報
告

百
日
参
拝
終
了
式

仏
教
婦
人
会 

親
睦
会

in
北
竜
町

　
今
年
も
小
樽
別
院
本
堂
に
お
き
ま

し
て
平
成
27
年
8
月
1
日
～
平
成
28

年
7
月
31
日
ま
で
に
ご
家
族
を
亡
く

さ
れ
ま
し
た
ご
遺
族
の
方
々
を
ご
案

内
し
て
、
初
盆
法
要
を
修
行
い
た
し

ま
し
た
。

　
本
堂
に
は
約
1
5
0
名
の
ご
遺
族

の
方
々
が
集
ま
り
、
約
30
分
の
勤
行

と
30
分
の
ご
法
話
に
ご
参
拝
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ご
講
師
で
あ
る
函
館
組
誓
願
寺
の

上
野
顕
至
師
か
ら
「
お
盆
」
に
つ
い

て
お
話
が
あ
り
、
ご
遺
族
の
方
々
が

心
静
か
に
ご
聴
聞
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
か
な
か
お
寺
の
本
堂
へ
参
拝
す

る
機
会
が
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
仏

縁
こ
そ
大
事
に
し
て
い
た
だ
き
「
仏

法
聴
聞
」
の
一
歩
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
念
願
い
た
し
ま
す
。

新畳・表替・裏返・畳工事
やっぱり畳が落ち着く
　　　生き続ける伝統の技

木下畳店由

小樽市山田町 8-6

TEL・FAX 23-2245

和 洋 菓 子

牧 田 敏 雄
店 舗 小樽市朝里2丁目13番15号

電話　店舗（54）-6127

里 李 庵
り り あん

「おたる西別院だより」に掲載してくださる商店や業者等を募集しております。
詳しくは 0134-22-0744 別院だより担当者:西村までご連絡ください。広告募集

8
月
16
日

　
婦
人
会
で
は
毎
年
恒
例
の
「
親
睦
会
」
を
7

月
22
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
親
睦
会
は
日
帰
り
で
行
け
る
所
へ
貸
し
切
り

バ
ス
で
旅
行
す
る
の
が
、
お
お
ま
か
な
内
容
で

す
。
例
年
は
6
月
に
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

今
年
は
お
寺
の
行
事
の
都
合
に
よ
り
7
月
に
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
は
7
月
下
旬
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
北
竜
町
の
ひ
ま
わ
り
畑
を
見
に
行
く

旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
6
月
が

寒
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ひ
ま
わ
り
畑
は
1
分

咲
き
で
し
た
。
ひ
ま
わ
り
は
少
し
残
念
な
結
果

と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
美
味
し
い
昼
食

を
い
た
だ
い
た
り
、
温
泉
に
つ
か
っ
た
り
と
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
せ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
企

画
中
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
会
員
で
な
い
方
は
、
お
気
軽
に
会
の

様
子
を
の
ぞ
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
8
月
8
日
（
月
）
に
晨
朝
百
日
参
拝

は
終
了
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
皆
勤
賞

12
名
、
努
力
賞
2
名
の
計
14
名
の
方
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
5
月
1
日
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
百
日
参

拝
で
す
が
、
今
年
は
寒
暖
の
差
が
激
し
く

例
年
よ
り
も
暑
い
朝
を
迎
え
る
こ
と
が
何

度
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
途
中
で

体
調
を
崩
さ
れ
惜
し
く
も
皆
勤
賞
を
逃
し

た
方
も
お
ら
れ
、
百
日
と
い
う
期
間
を
無

事
に
過
ご
す
と
い
う
こ
と
の
難
し
さ
を

思
い
知
ら
さ
れ
た
年
に
も
な
り
ま
し
た
。

毎
朝
を
当
た
り
前
に
迎
え
て
い
な
い
か
、

改
め
て
見
つ
め
な
お
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
百
日
参
拝
の
期
間
は
終
了
し
ま
し
た

が
、
毎
朝
六
時
三
十
分
か
ら
晨
朝
勤
行
を

勤
め
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
ご
縁
の

な
か
っ
た
方
も
ぜ
ひ
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

お焼香の様子
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高
岡

　勝
美

藪
下

　正
吉

江
畑

　英
雄

倉
重

　育
子

眞
田

　テ
ル

井
上
ト
シ
子

渡
邉

　哲
也

村
山
ヨ
シ
子

金
丸

　節
子

石
塚
ミ
サ
ヲ

住
友

　麗
子

音
上

　博
子

千
坂
弥
英
子

西
田
ミ
サ
ヲ

瀧
澤
ミ
サ
ヲ

角
幡

　清
子

大
橋

　道
孝

荒
谷
美
智
子

海
老
名
年
行

吉
田

　え
い

眞
田

　博
俊

（
敬
称
略
）

別
院
門
徒

�

物
故
者�

（
平
成
二
十
八
年
七
月
末
現
在
）

編
集
後
記

短い夏で、蒸し暑い夏も終わりを告げようとしています。北海道に

おいては、これからくる短い秋をじっくりと堪能したいものです。

お寺の行事としては彼岸であったり報恩講であったりと目まぐる

しく慌ただしい毎日になりますので、気が付けば秋は過ぎ去って

いき、じっくり堪能できないかもしれません。「忙しい」を理由に

してしまってはいけないと思いつつ、つい「忙しい」…� （西村）

門徒委員�
平田　晴己
竹澤　知恭
福川ヨシ子

別院担当者
西村　玄介
津田　造士

編
集
委
員

小樽市若松1丁目4番17号 

10134−22−0744
50134−29−4080

本願寺小樽別院連
絡
先

	10/	 1 ㈯～	10/15㈯ 西村
	10/	16㈰～	10/31㈪ 森
	11/	 1 ㈫～	11/15㈫ 津田
	11/	16㈬～	11/30㈬ 西川
	12/	 1 ㈭～	12/15㈭ 岡﨑
	12/	16㈮～	12/31㈯ 磯村

●テレホン法話担当表

通
夜･

葬
儀
の

御
案
内

　小
樽
別
院
会
館
ホ
ー

ル
に
て
通
夜
・
葬
儀
会
場

と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

亡
き
方
が
く
だ
さ
っ
た

大
切
な
ご
縁
を
ぜ
ひ
菩

提
寺
に
て
。

　詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
寺
務
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（写真は会館ホール）〈50名〜 200名〉（写真は浄縁塔仏間）

▶
小
会
場
も
ご
ざ
い
ま
す

　〈
20
名
程
度
〉

小樽別院から「お願いとお知らせ」

1
、 

登
録
代
表
者
に
つ
い
て

※
ご
印
鑑
や
印
鑑
登
録
証
明
・
戸
籍
謄
本
、

小
樽
別
院
に
登
録
さ
れ
て
い
る
代
表
者
の

方
の
連
絡
先
が
不
明
に
な
っ
て
い
る
ご
家

庭
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　左
記
の
場
合
に
は
必
要
書
類
に
ご
記
入

い
た
だ
き
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

1  

登
録
代
表
者
ま
た
は
納
骨
堂
管
理
者
の

転
居

2  

登
録
代
表
者
ま
た
は
納
骨
堂
管
理
者
が

変
更

※ 

ご
印
鑑
や
印
鑑
登
録
証
明
書
・
戸
籍
謄

本
・
ご
本
人
の
署
名
が
必
要
と
な
る
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

2
、
仏
事
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　お
納
骨
や
ご
法
事
を
さ
れ
る
場
合
は
左

記
に
事
前
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

1 

日
時

　※ 

お
盆
・
お
彼
岸
等
別
院
行
事

の
あ
る
場
合
は
、
ご
希
望
の

日
時
で
承
れ
な
い
こ
と
が
ご

ざ
い
ま
す
。

2 

場
所

　※ 

別
院
内
を
ご
利
用
の
場
合
は

お
部
屋
代
一
万
円
別
途
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　以
上
に
つ
い
て
は
事
前
に
お
電
話
に
て

ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

小樽別院
四角形



夏休み

親子遠足おまつり
ごっこ

～まこと（いのち）の保育を行っています～

小樽幼稚園

ぜひ幼稚園に遊びに来てください。

見学随時受付中

0134-22-6536
0134-22-6537

「小樽市子ども・子育て支援事業計画」
に基づき、運営します。
保育料は、市民税納税額によって
小樽市が決定し、認定証が発行されます。
入園料は、無料です。

毎週火曜日
10時～12時

満2歳～就園前の幼児
対象者

小樽幼稚園は平成27年度より
「子ども・子育て支援新制度」に
移行しました。

プレ保育
募集中

http://otaru-youchien.com/ホームページアドレス　
ホームページ随時更新中！！ホームページ随時更新中！！

発
行
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　院


